
 

特殊改質アスファルトを用いたアスファルト表面遮水壁のひび割れ補修材料 

 
大成ロテック株式会社 正会員 ○紺野 路登 
同上         正会員  水野 孝浩 

 
１．はじめに 

 アスファルト表面遮水壁(以下，アスファルト遮水壁)は，遮水性や堤体の変形に対する追従性に優れており，発

電，農業用水，あるいは治水など，様々な目的のダムや貯水池で広く適用されている．2011 年 3 月 11 日に発生し

た東北地方太平洋沖地震では，東日本の一部のダムが被災し，アスファルト遮水壁にひび割れが生じた．それら被

災したダムでは，緊急かつ確実に漏水などの被害につながる恐れのあるひび割れを補修することが求められた．そ

こで筆者らは，すでにアスファルト遮水壁の耐震補強工事で実績のある特殊改質アスファルト１）を使用したひび割

れ充填材(以下，ひび割れ補修材料)を考案し，被災した幾つかのダムで採用された２）．本文は，ひび割れ補修材料

の概要とその性状に関する室内評価結果を報告するものである．  

２．ひび割れ補修材料の概要 

 被災したアスファルト遮水壁の補修に当たっては，被災後の余

震などによるひび割れが再発し難い変形性能や応力緩和性能を有

する補修材料が要求された．そのため，それら変形性能や応力緩

和性状が優れる特殊改質アスファルト(以下，特殊改質As)をアス

ファルトマスチック（以下，As マスチック）に適用することで，

それら要求を満足する補修材料になるものと考えた．アスファル

ト遮水壁で一般的に用いられている As マスチックは，厚さ 2mm

程度の保護層として塗布あるいは散布されるもので，施工時の流

動性と供用時の斜面安定性を考慮して配合される．当該補修材料

は，ひび割れ部に数 cm の厚みで充填することから，一般的な As

マスチックに比べ施工時および充填後の斜面安定性を向上させる

必要があった．そのため，添加材の種類やその添加量について検

討し，ひび割れ補修材料の配合を決定した．表-1に決定したひび

割れ補修材料の配合を示す． 

３．ひび割れ補修材料の評価試験 

３．１ 評価試験の概要 

 ひび割れ補修材料の性能は，表-2に示すアスファルトを使用し

たAsマスチック(アスファルト：石粉＝40：60)と比較し評価した．

評価項目は，アスファルトの変形性能や応力緩和性状が低下する

低温時の性状に着目し，①低温域の変形追従性(曲げ試験：表-3

参照)，②耐低温ひび割れ性(ベンディングビームレオメータ試験
３)，以下BBR試験)，③低温域の応力緩和性(BBR試験)，④供用中

の斜面安定性(スロープフロー試験：表-4参照)とした． 

３．２ 評価試験結果 

（１）低温域の変形追従性（曲げ試験） 

 曲げ試験結果を図-1に示す．図から，ひび割れ補修材料と特殊改質Asを使用したAsマスチックの強度のピーク

（脆化点）は，-20℃程度以下と考えられ，他のアスファルトを使用したAsマスチックと比較して10～15℃低くな

った．また，ひび割れ補修材料と特殊改質Asを使用したAsマスチックの曲げひずみは，全ての試験温度で他のア 

スファルトを使用したAsマスチックより大きくなった． 
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表-1 ひび割れ補修材料の配合 

使用材料
特殊改質

アスファルト
石粉 植物繊維

配合（％） 40 57 3

表-3 曲げ試験条件 

項目 内容

供 試 体 寸 法 40㎜×40㎜×160㎜

試 験 方 法 3点載荷

支 点 間 長 100㎜

載 荷 速 度 1.0×10
-2
　1/sec

試 験 温 度 0,-5,-10,-15,-20,-25℃

表-4 スロープフロー試験条件 

項　　目 内　　　　　容

充 填 寸 法 100㎜×50㎜×150㎜

勾 配 1：2

試 験 温 度 60℃

計 測 範 囲 フロー値　0～150㎜

表-2 使用したアスファルトの性状 

アスファルト種類
針入度

(1/10mm)
軟化点
(℃)

ＰＩ

特殊改質As 184 68.3 7.27

StAs60/80 66 47.2 -1.28

ポリマー改質AsⅡ型 44 62.0 1.10

ポリマー改質AsⅢ型 47 86.8 5.03
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このことから，ひび割れ補修材料と特殊改質Asを使用した

Asマスチックは，低温域において変形追従性に優れている

と考えられる． 

（２）耐低温ひび割れ性 (BBR試験) 

BBR試験より得られたＳ値(スティフネス)を図-1に示す．

図から，ひび割れ補修材料および特殊改質 As を使用した

As マスチックは，他のアスファルトを使用した As マスチ

ックに比べＳ値が小さく，耐低温ひび割れ性が高いと考え

られる． 

（３）低温域の応力緩和性(BBR試験) 

BBR 試験より得られたｍ値(S 値の時間に対する変化率)

を図-3に示す．図から，ひび割れ補修材料および特殊改質

Asを使用したAsマスチックは，他のAsマスチックに比べ，

ｍ値が大きく応力緩和性能が高いと考えられる． 

（４）供用中の斜面安定性(スロープフロー試験) 

スロープフロー試験結果を図-4に示す．ひび割れ補修材

料は，他のAsマスチックと比較してフロー値が小さく， 高

い斜面安定性を示した．また，ひび割れ補修材料のフロー

値は特殊改質Asを使用したAsマスチックに比べ小さく，

植物繊維を混入することで斜面安定性が向上した． 

４．まとめ 

 考案したひび割れ補修材料の評価試験結果から得られた

知見を以下に示す． 

 ① 曲げ試験より，ひび割れ補修材料と特殊改質Asを使

用したAsマスチックは，低温域の変形追従性に優れて

いることがわかった． 

 ② BBR 試験より，ひび割れ補修材料と特殊改質 As を使

用したAsマスチックは，耐低温ひびわれ性が高く，応

力緩和性能にすぐれていることがわかった． 

③スロープフロー試験より，植物繊維を混入したひび割

れ補修材料は，斜面安定性に優れていることがわかっ

た． 

５．おわりに 

 筆者らが考案した特殊改質 As を使用したひび割れ補修

材料が地震により被災したダムのアスファルト遮水壁の補

修工事に適用されたが，現時点で余震などによる不具合の

発生は報告されていない．今後も，適用箇所の観察を継続

するなど，ひび割れ補修材の長期耐久性を確認する予定で

ある． 
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図-2 BBR試験結果（S値）
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※凡例は，図－１と同じ

図-3 BBR試験結果（ｍ値）
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※凡例は，図－１と同じ

図-1 曲げ試験結果 
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　●　　ひび割れ補修材

　●　　Asマスチック（特殊改質As） 　■　　Asマスチック（改質Ⅲ型）

　▲　　Asマスチック（改質Ⅱ型） 　●　　Asマスチック（StAs60/80）

図-4 スロープフロー試験結果
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※凡例は，図－１と同じ
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